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平成３０年度 鶴岡市空き家等審議会 会議録 

 

○ 日 時   平成３１年３月１３日（水）１４：００～ 

○ 会 場   鶴岡市役所本所６階 大会議室東 

○ 議 事   (１) 空き家対策の状況について 

 ①適正管理について 

②有効活用について 

       (２)管理者不在の大規模建築物の安全対策について 

○ 出席委員 

  建築士会 井上孝紀、司法書士会 大瀧英嗣、建築業協会 山本斉、 

  つるおかﾗﾝﾄﾞ･ﾊﾞﾝｸ 廣瀬大治、町内会連合会 渡部忠彦 

○ 市側出席者 

  市民部長 白幡俊 

市民部 環境課長 伊藤慶也、同課長補佐 富樫昌明、同専門員 井上崇 

  建設部 都市計画課長 岡部信宏、同専門員 五十嵐展、建築課長補佐 白井覚    

○ 公開・非公開   非公開       

○ 会議録  

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

皆様、本日はお忙しい中をご出席頂きまして、誠にありがとうございます。 

本日の進行を務めさせていただきます、環境課長の伊藤と申します。只今か

ら、「平成３０年度鶴岡市空き家等審議会」を開催いたします。次第に従いまし

て「２．あいさつ」を、「鶴岡市空家等審議会」の井上会長よりお願いいたしま

す。 

 

皆さんから忌憚のない意見を出して頂き有意義な会議にして頂きたいと思い

ます。空き家は全国的に大きな話題になっています。この会議での情報等を回

りに伝える役割も担って頂いていると思います。それぞれの職業、立場でのご

意見等を是非この会でお話し頂きたいと思います。 

 

 それではここからの進行を、鶴岡市空家等の管理及び活用に関する規則第９

条第１項の規定により井上会長にお願いしたいと思います。 

 

 暫時の間、議長を務めさせていただきます。「３．協議」に入ります。「（１）

空き家対策の状況」の①適正管理について事務局の説明をお願いします。 

 

資料１で平成３０年度空き家適正管理に関する状況についてご説明いたします 

１．年度別家相談件数について説明します。平成３０年度は１５１件で前年度

の同月比較で５５件少なくなっています。昨年度は度重なる強風や大雪に見舞

われたことで相談件数が多くなりましたが、その度に所有者に対応を促したこ

とよって空き家の管理がなされたことから、今年度の苦情件数が減少したもの
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と思います。次に、２．適正管理指導等実施件数についてですが、環境課に空

き家に関する相談や苦情が寄せられますと、空き家データベース等での所有者

等の特定や、税務担当課等から連絡先等の情報を収集し、空き家の外観等の状

況を現地に行って調査したうえで、所有者等に対して口頭や文書で空き家の現

状を知らせ、適正な管理を実施するよう助言を行っております。平成２８年度

末で老朽危険判定がＤランクとされた１４２件については、今年度も担当職員

が現地踏査を行っておりまして、周辺への悪影響の程度により文書で助言を行

う予定です。また、応急措置は８件実施しております。次に３の空き家対応完

了継続件数は空き家に関する苦情相談を、「家屋」と「その他」に分類し、相談

された問題点が解消、解決していれば「完了」、解決が難しいものを「継続」と

して集計しております。４．原因別空き家相談件数は全市の件数でご説明いた

します。まず、家屋に関する相談が９２件で最大件数となっており、相談件数

の半分以上を占めております。次にその他は５９件となっておりますが、その

内訳で一番多いのが草木に関する相談です。具体的には敷地の雑草の繁茂や敷

地からの樹木の越境となっております。今年度は、昨年度に比べて、家屋・草

木ともに相談件数は減少しております。これは、平成２９年度に所有者に多く

の助言を実施した結果として適正管理が進み、苦情が出にくい環境が保たれて

いるためと考えております。８件の応急措置は放置すれば周辺環境への影響が

大きく、緊急性があると判断したものです。内訳としては、業者に委託したも

のが４件、職員対応したものが４件となっております。本年度創設した危険空

き家解体補助金の個人型は、全市を対象にして所有者が解体する崩壊の危険が

ある不良空き家を対象に、解体費が土地の評価額を上回る場合に補助するもの

となっております。初年度である今年度の交付実績は４件となっておりますが、

問合せも多数ありまして、所有者の関心の高さが伺われます。次に、危険空き

家解体補助金の地域団体支援型は、全市を対象に、屋根や外壁が剥離し、基礎

や土台が破損し著しく崩壊の危険がある不良空き家を住民会等の地域団体が、

所有者の同意を得て解体を行う場合に、重機借上料や廃材処分費などの経費を

補助するものとなっております。解体を行うに当たっては住民会が動産の運び

だしや廃材の分別作業を行い、解体後は所有者と協力して適正管理することを

条件としております。今年度の交付実績は櫛引地域の板井川地区の１件となっ

ております。申請された事案は以前から相談を受けているものであり、地域の

問題として大変苦慮していたものですが、本補助金を活用したことによって、

所有者と地域団体、市が協力して空き家問題の解決を図ることができました。 

 

ただ今の説明について、ご意見・ご質問等がございましたらお願いします。 

 

 不良空き家解体補助金について、不良度判定基準は公表されているか。補助

金の活用により不良空き家の解体が促進されるように、補助金の内容が判るよ

うな周知がなされればよいと思います。 



3 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 不良度判定は中心市街地居住促進事業の判定基準を準用しています。不良度

判定は建物の老朽度合いと周辺への影響度を、現地で建築士の資格者が判定し

ている。不良空き家の解体促進のために補助金の周知方法を検討したいと思い

ます。 

 

次に「②有効活用について」について事務局の説明をお願いします。 

 

 資料２の「空き家有効活用事業について」ご説明します。鶴岡市中心市街地

事業は平成２６年度から実施しておるものでして、不良住宅を市が寄付を受け

て解体・整地をし、その土地を若者世帯や子育て世帯、移住希望者に対して住

宅用地を供給することによって中心市街地の居住促進を図るものです。指定区

域は空き家率の高い旧市街地として、中心市街地活性化基本計画に定める区域

と、それに近接する区域となっています。不良住宅の判定は、国交省の不良住

宅基準を基に不良度判定基準を設けております。平成３０年度は２件の申し込

みのうち、寄付要件を満たした１件を採択しております。販売実績は、公募３

件のうち１件が成約、残りは公募中としております。無料空き家相談会はＮＰ

Ｏ法人つるおかランド・バンクと共催で、宅建業協会、建設業協会等の専門家

の皆さんの協力で年３回実施しております。６月の相談会は４０組と多くなっ

ていますが、これは毎年５月に発送する納税通知書に相談会の案内チラシを同

封したことで、空き家への関心が高まったことが理由と思います。空き家コー

ディネーター補助金は、ＮＰＯ法人つるおかランド・バンクが実施する育成事

業に補助金を交付するものです。住宅リフォーム支援事業補助金は住宅の居住

環境の質の向上と住宅投資への波及効果による経済活性化を図るもので、平成

３０年度は３７０件、補助額８千万円の実績です。空き家加算に関しては、空

き家活用が３件、空き家バンク登録が２件、空き家バンク活用加算が２件とな

っております。空き家実態調査に関しては、平成２９年度実施した結果に基づ

いて平成３０年度には所有者アンケート調査を実施しております。この結果を

適正管理と有効活用に繋げております。ＮＰＯ法人つるおかランド・バンクの

実績について説明いたします。平成２５年度からの空き家バンク登録件数は３

６９件、内成約物件件数は１１３件となっており、この登録件数は全国トップ

クラスです。 

 

空き家対策は適正管理と有効活用の両輪で進めております。危険空き家解体

補助金による解体促進に関しては、来年度の補助要綱を公表する際に皆様から

関心を持って危険空き家の解体を検討して頂くために、危険度判定基準の公表

も考えたいと思います。また、空き家増加の抑制策も重要でありますので、所

有者アンケート調査で売却、賃貸、解体等の意思のある方に対しては個別に相

談を進めたいと思います。 
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ただ今の説明について、ご意見・ご質問をお願いします。 

 

 鶴岡住宅の関係について説明して下さい。 

 

 リフォーム補助金に関しては、鶴岡産材を使用してリフォームをする場合に

通常の補助金に上乗せがあります。 

 

 空き家実態調査の方法について説明して下さい。 

 

一次調査として、全市の町内から空き家の位置情報を調査して頂いておりま

す。その後、職員が新たに空き家となったをものを対象とした現地踏査を実施

し、現地写真を基にしてＡからＤランクまでの老朽危険度判定を行います。 

  

 

次に「（２）管理者不在の大規模建築物の安全対策について」事務局の説明を

お願いします。 

 

 旧ホテル雷屋の安全対策についてご説明します。会社が破産し管理者不在と

なった建築物は１０年以上放置されております。放置された建物は鉄筋コンク

リート７階建ての本館、木造２階建ての倉庫と社員寮、鉄筋２階建の浴場棟の

４棟です。本館は国道７号線の法面に建っており、建物が徐々に老朽化して危

険な状態となったことから、空き家条例が策定された平成２５年度以降応急措

置を１２回実施してまいりました。そこで、放置出来ない大規模建築物の安全

対策を検討したところ、解決には４つの課題があることがわかりました。一つ

は建物が大規模であること。本館だけで７階建ての建物の延床面積は約３千㎡

あります。二つ目は非常に厳しい場所に建っているということ。周辺に住宅が

近接しており解体工事の安全確保が必要となります。また、国道７号線からの

乗り入れ部分や斜面が国道に影響なく出来るかということです。三つ目が所有

名義が破産した法人であるということで、行政代執行で解体する場合には費用

の請求先がないこと。四つ目は、市が行政代執行で解体することによって、空

き家は最終的には自治体が解体してくれるという住民意識が生じてしまい、空

き家所有者の責任に関するモラルが欠如してしまうということを懸念していま

す。市はこれらの課題解決のために国、県への支援を要望しています。国の補

助制度では、建物本体だけが補助対象となっていることから、補助対象範囲の

拡大と支援額の増額を要望しています。また県には解体費の負担の検討を要望

しています。今年度は安全対策として解体方法と費用の調査を委託しておりま

すし、年度末に報告される調査結果を踏まえて、平成３１年度に改めて国、県

への要望を行うこととしております。また、関連する地元自治会、国道管理者

への協議も進めていくこととしています。 
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ただ今の説明について、ご意見・ご質問等をお願いいたします。質問が無け

れば、次の大規模空き家の安全対策についてご説明願います。 

 

 旧湯殿山ホテルの安全対策について説明いたします。会社が破産して管理者

不在となり放置されている建築物の安全対策です。建物は田麦俣の湯殿山神社

有料道路料金所の手前にある鉄筋造４階建です。平成２１年破産手続廃止後は

管理者不在とり現在に至っています。昨年９月、一部壊れた建物の吹き付け材

にアスベストが含まれているかもしれないとの連絡を受け、含有しているかの

調査と安全対策を継続しております。対応の一つ目は、敷地への立ち入り禁止

措置と隣接する遊歩道の通行止めの実施しました。二つ目は吹き付け材がアス

ベストであるかの含有率調査を実施しました。含有率調査の結果が労働安全衛

生法の基準値以上あったことから、アスベストの飛散状況調査を実施しており

ます。結果はアスベストの飛散無しの報告を頂いております。三つ目は注意喚

起をいたしました。湯殿山神社など関係団体への通知、プレスリリース、ホー

ムページへの掲載を実施しております。来年度は安全対応として地内への立ち

入り禁止と注意喚起を継続し、空気中の濃度測定の実施、露出する箇所の囲い

込みを検討してまいりたいと考えております。また、安全対策の検討として、

空気中濃度測定調査をもとに今後の方針を検討してまいります。対応の方向性

が固まった段階には、国・県に対する要望活動を検討してまいたいと考えてお

ります。 

  

ただ今の説明について、ご意見・ご質問等をお願いいたします。質問が無け

れば（３）「その他」に入ります。無いようですのでこれで協議を終了いたしま

す。 

 

皆様、ご苦労様でした。続きまして、「４．その他」ですが、情報共有を含め

まして委員の皆様から何かございませんか。無いようですので、これをもちま

して「鶴岡市空家等審議会」を終了させていだきます。空き家問題は年々複雑

化、多様化、深刻化しておりますし、大規模建築物の取り扱いについては非常

に頭を悩ませているところです。適正管理と有効活用の二本柱で対応しており

ますが、現実的には進展に時間がかかったり、解決の難しい問題が多くありま

す。市民の方々からはより実効性の高い対策や活用が求められておりますので、

委員の皆様には引き続き知識と経験を活かしたお力添えをお願いしたいと存じ

ます。では、これをもちまして鶴岡市空家等審議会を閉会いたします。皆様、

本日は誠に有難うございました。 

  

 


